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マレ一博士のセルウィン・コレッジH寺代に関する一研究

源昌久

(iJ'il倍、大学総合品，1M学部)

I はじめに

筆者は、本誌『経済資料研究j第36号に「上回貞次郎のケンブリッ

ジ滞在記録のー断章J(pp.39 -43、2006年)を掲載した。その|館、
「マレーの伝記、“JohnQwen Fal'quhal' MUl'l'ay， D.D.I，1 memoil' " (C.H. 
Shepherd)が刊行されているようであるが、私は未見である(校正中

に本書のコピーを入手)Jと文中に記した。最終号に|臨み、セルウィ
ン・コレッジ SelwynCollegeのマスターであったマレ一昨士John

Owen Farquhar Murray (1853 -1944) (マスター在任期II¥J:1909 
年一 1928年)を回想し、伝記事項を掲載している前述書 (Web上で

は、日本の大学図書館、国会図書館には本書は所蔵されていなL、)を

中心にセルウィン・コレッジ時代の業績等の事跡について紺介してみ

てみよう。

本論に入る前に、マレ一博士の肖像画について一言述べておこう O

筆者は、 2005年7月から 91'1、ケンブリッジに滞在していた則問、

セルウィン・コレッジのホールHall1)の壁面に飾られている歴代の

マスターの肖像画中、マレ一博士を画いたものがいずれかを判断する

のに迷った。コレッジの事務方に問い合わせをし、ある絵像(氏名を

示すプレートは付されていなL、)を指示された。築者はその耐を撮影

し、帰国した。しかし、 t/1¥稿 rJ~:旧貞次郎の第二回英国留学体験の成
1) Stubblings(l955・60)によると、(ホールとは)r伝統的なコレッジの平j(Ii!::<!'!'で基本
的の大きな笠!1I1!であり、ダイニング・ルームである。食事のためのテープルを備えて

L 、るが、ホールは過去幾1!l紀にわたり ~f.究的'ìl'rXJ (講義)のJb)でもあった。J、「ホー
ルそれ"1身がホールの中での dinncl'を意味することがあるjと記している。
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果に関する一考察J(r淑徳大学総合福祉学部
研究紀要J40、2006年3月、 pp.l71-186) 
中の注6(p.152)において記したようにマ

レ一博士が撮影されている写真を見出し、先

のポートレートに両かれている人物はマレ一

博士ではないことが判明した。

2006年8月3日に再び、マレ一博士の画

像を調査するためにセルウィン・コレッジの

ホールを訪れ、書籍に掲載されていた写真か

ら肖像を見出し、さらにプレーム下方に取り

付けられたプレートに刻まれている氏名・マ (写真1)
引 マレ一博士の肖像画

スター在任期間により憾士の影像(油絵) 21 
(於ホール)

(写真1)を確認した。 (2006it二8113[1筆者繊影}

その直後、現マスターであるパウリング

教授 RichardBowl'ing (マスター在任期間:

2000一 )にお会いするため、マスターズ・

ロッジ(ホールの側)を訪問した。パウリ

ング先生は昨日 (8月2日)、マスターズ・

ロッジの倉庫でマレ一博士の肖像画の下絵

(Sketch) を偶然、発見したとの事である。

筆者は額縁に納められた白黒の下絵(写真2)

に見入った。なお、制の裏而下方には rBoots

Pictul'e Fl'aming Depal'tment...Jのラベルが
(写真2)

貼りつけられていた。写真からも判るように 肖像画の下絵

絵の構図は一致している(サイズはホールの

ものの方が大き L、)。この出会いは何かが働

いて結びつけたのであろうか。筆者は奇縁を

感じざるを得なかった。

(於7:7.9ーズ・ロッジ)
Boots(十1:)作製の鮪縁に納めら
れている。
(2006 il'8 H 3日筆者u!彩)

2) Selwyn College (Univel'sity of Cambridge) (1973)によると、*肖像i凶は 1928

年、 KennethGrc叩によって耐かれた。 (PDF版 httJl:llwww.sel.cam.ac.uk/collegel 

history19731 [2008/6/301) 
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E マレーの略伝

Jo1m Owell Farquhar Murray， D.D.I A Mellloir (以下、 A Mellloir 

と略す)の内容はつぎの通りである。 J.O.F.マレー|の略伝I(pp.1-2)、
エマニュエJレ・コレッジ EmmanuelCol¥ege， 1884-1903 (pp.3】5)、セ

ント・アウグスティンズ・コレッジ St.Augustine'sCol¥ege， 1903-1909 

(pp.6-8)、セルウィン・コレッジ SelwynCol¥ege， 1909-1928 (pp.9-12)、

The Reader Movement (pp.13-15)、TrainingCourse (pp.16-19)、

著作 (pp.20-24)、結び (p.25)、Syl¥abusof Lectures on Christ the 

Redeemer (1938) (pp.27 -50)の順に構成されている O この章では、

A Mellloirの内の J.O.F.マレー lの略伝I(pp.I-2) に基づいて、彼
の略伝を中心に伝記的事項を紹介してみたい(可能な範囲で事項のク

ロス・チェックを行った)。

マレーは、 1858年5月6日、ハムステッド(ロンドンの一部) 3)に

おいて軍医総監JohnMurrayの子息として誕生した。マレーは、母

親と姉(妹)と共にインドへ向かった。父親は、既にインド陸軍軍医

として現地へ赴いていた。マレーはよく当時の思い出として、運動能

力にたけ、 4歳時には泳ぎが達者でダイブをしたと語っていた。

1866年頃、マレーは、英国 (England)へ帰国し、ランカシャ-

Lancashireのプレストン Preston(ランカシャー西部の都市で州都)

でおばの世話になった。 ElstreeSchool (1848年創立。 Preparatory

School (私立学校)男子校)およびRoxal¥[Rossall]School 4) (1844 

年創立。当H寺、男子校)で教育を受けた。 1871年、両親が帰国し

た。校長が H.M.Bultlerの時代であったハロー Hal¥ow校 (Public

School，1572年創立，男子校)へ入学し、 Mr.Rendall'sHouseに寄宿

した。 1875年クラス委員となり、 1877年BotfieldScholarを授与さ

れた。不幸にも、[本書の刊行の]90 年前にはこのような運動に関す

る名誉は、学校の記録簿に記載されるほどの価値がないと考えられて

3) Venn (1951:503) によると、 JohnMUl'l'ayの住所は r17，Westbourne Square 
LondonJと記してL、る。
4) Public Schoolへの進学校である。 IRossallSchool(1923?:98)1によると、彼の入学
は1867年、卒業は 1869i!'卒業である。
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いた。しかし、スポーツに対するマレーの熱意は相当なものであり、

学校競技においてマレーは彼の役削を卜二分に果たしていたとおもわ

れる。彼は、 CambridgeGreek Testament叢書の自著 Ephesiuns5) 

~Ilのコメントで BlI tler 校長に深い尊敬の念を表明している o BlItler 

校長は、第 6学年の11寺、 St.Palllへの研究をはじめてマレーに教示し、

自分の思考へ特別な配慮、してくださった人であると o

1877年、ハロー校を卒業し、ケンブリッジ大学トリニティ・コレッ

ジTrinityCollegeへ入学した6)0 1879年、特待生{Scholar}となる川}。

1881年、卒業(文学士 (B.A.))0この|探、神学のトライポス 8)で1

st Class。古典学トライポスで2nd Classであった。 1883年、 トルー

ロTrllro(イングランド南西部の都市)の Deacon(執事)兼 Priest(司

祭)に任命される(叙型)01884年、文学修士 (M.A.)。

1884 11と、ケンブリッジ大学エマニュエル・コレッジ Emmanllel 

Collegeに移り、1886年、フエロ-Fellowに就任する。 1884-1903年、

D巴an9)に就く。1889年から Dcanと同級にチューターTlItorを務める。

1903年、神学士(B.D.)0 1904年、神学博士 (D.D.)o1903 -1908年、

キヤンタペリー Canterbllry(英国問教会の総本山の地)の六伝道者

A Six Prcachero 1903 -1908年、キャンタペリーのセント・アウグ

スティンズ・コレッジ (1848年創立)の Wardeno1903ー 1909年、キャ

ンタペリーの名誉参事会員 lIon. Canol1o 1909ー 1928年、セルウィ

5)本mのm秘的事項はつぎの通りである。
Murry，J.O.F.(町1.)，Thc Epistlc of P"，d thc Apostlc to thc Ephcsians， Cambridge: 
Cambridgc University Press， 1914. 103，150p. (Cambridge Greek Tcstament for 
Schonls and Col¥cgcs) なお、立教大学所蔵本は(故)村尾!fI.-jo教(1889-1965)
による寄11岡本である。 sutlcl校長と St.Paulとのt，何百は、本当 (prcf.vi)に囚る。
6) Vcnn (1951:503)によると、マレーがトリニティ・コレッジのメンパーとして入学
許可・11.録されたのは 1877年のミケルマス・ターム(10JJ-12 mからである。
7) *記ηをNした'J011は、 Vcnn( 1951 :503)の記事による。
8) トライポスとは、学ilflの終わり (3iFII) 1こ受験する Univcl'sitycxaminationであ
る。合柿すると文学てJ:(B目A.)の祢サを与えられる。 1え紛優秀な学生にはHonours
degrccがJ受与される。
9) Deanは，ケンブリッジのコレッジ特有の川前で「司祭jを意味していない。
Stubb1ings( 1955:33)によると、 (Dcanとは)r (コレッジ内で)型l削立を示し、ブエロ-
Fc110wであり、特に、コレッジのチγベルの典礼川型歌において…Jrただし、コレッ
ジによっても意味が異なる場合もあるJと記している。
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ン・コレッジのマスター。 1928-1944年、セルウィン・コレッジのフエ

ローに 1918-1944年、イリー Ely0)名誉参事会員七

1880年 3月13日(トリニティ・コレッジ時代)、オックスフォー

ド大学対ケンブリッジ大学のサッカ一対校試合にマレーは選手 (FW)
として出場し、 3-1で、勝った 10)。

私生活について A Memoir はつぎのように記している o 1902年、

マレーは、 RalphB. Somerset自ili (以前、 トリニティ・コレッジのフエ

ロー。ある時期、エマニュエル・コレッジの Deanであった)の子女

Frances Margaretと結婚した。当時、マレーは 44歳、彼女は 32歳

であった。彼女が、マレーの型書研究会に参加した際、彼らは初め

て出会った。お互いが完墜にお似合いであった。 1904年にジャック

Jack、1907年にラヴデイ Lovedayの一男一女を授かった。マレーは、

常に気持ちを若く保ち、子供述の趣味に関心をおおいに払った。ラヴ

デイは、父の書斎に入り、彼のお好みの作家 ジョージ・マクドナル

ドGeorgeMacdonald (1824 -1905)の fお姫さまとカーディ少年1
Tbe Princess and Curdie (1877) ある L、は『ファンタステス:フェ

アリー・ロマンスJPbantastes (1858)のお話を彼の膝の上で 1)ラッ
クスして、うっとりと聴いていたと思い出を述べた。後年、彼女は、

父親がゴルフ・コースでプレイをする時、キャデイを務めた。彼は、

The Sheringham Golf Clubll)の会員であり、このクラブはマレーの

父君が設立メンバーの一人であった。家庭の雰囲気は、きわめて満足

な気持ちで一杯であり、平穏な様子であった。子供達の元気をそぐよ

うなことはなかった。家族が父親の周りで騒いでいる時、父親が静か

に椅子に腰掛けて説法を落ち着いて執筆する姿は非常に素lIi1らしい光
景であったとラヴデイは思い起こしていた。マレーは、甲高で即妙な

笑いした。その笑いは批判を収り除き、他の人々に広まっていくもの

10) Rysdcn(l900:144)には、全出場選子名および試合会場として rTheOvaUが記械

されている。

11)本ゴルフ・クラブは、イースト・アングリア地方のノーブオークに{立問し、 1891

年に9ホールで開場し、 1898年に 18ホールにtJ1;i)Hされた。現在、 EnglishLadics' 
Championships の開催会場となっている。 http://www.shcringhamgolfclub.co.uk/ 

home.htm 12008/6/301 
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であった。

E セルウィン・コレッジの時代(1909・1928年)

本主主では、 A Memo;r に基づいて、セルウィン・コレッジl時代を

rl'心にマレ一博士について述べてみよう。本書のはじまりの部分では、

セルウィン・コレッジの成立史が記されている。筆者は既に本誌36

号のfll¥文111で記載しであることとほぼ同級なので成立史の記述を省略

する。

A Memoir は、マレ一博士がマスターとして選出され、その在任

期間 (19年間、 WilliamOwen Chadwick (1955 - 1983年)につぎ

歴代二需日の長さ)中、コレッジにとり三件の有意義かつ重要な出来

事を列挙し、明示しているo

第一は、 1913年、コレッジの最初の学則 (Statutes) を制定した

ことである。

第二は、 1914年から第一次世界大戦の|対戦であった(ー191811三)。

この11¥1、コレッジの財政的状況は苦難な状態であった (Nでも言及)。

寄付・は非常に少相になった。|臨時の陸軍病院に附属している看護婦問

の部屋の使用料を政府が支払わなかった。学部学生数は極めて少な

かった一わず、か8名一。マレ一博士は出来るだけのことを実行した。

チューターや講師は給与なしで済ませてもらった。彼らに助けられ、

コレッジは生き延びることが出来た。

第三は、 r1926年の theUnivel'sity Statues (大学学則)J 中でセル
ウィン・コレッジとして認定されたのである。つまり、ごの認定によ

りPublicHoste! (Se!wyn HosteI)からケンブリッジ大学の Appl'oved

Foundationの地位を獲得した。このことにより、1885年以来-、セルウィ

ンは Pub!icHoste!としての不利な場に位置していたが、この時以降

かなり改普された状況におかれた。

マレ一博士は、在任'1司、いつでも学部学生の気持ちを理解しようと
心がけていた。マレ一夫人をホステスとして、マスターズ・ロッジで

土11m日の腕にパーテイを聞いた。当H寺の家事担当者は、セルウィン・

コレッジでの大変、楽しく幸福な日々を諮ってくれる o r当時、ロッ
ジのドアーはいつも聞かれ、生活は活気に満ちていた。マレ一博士は、
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常に同じで、のんびりとし、辛抱強く、物静かに話し、ユーモアに溢

れていたJと。
マスター職在任期間の 19年聞は、コレッジに奉仕精神を捧げ、自

覚し、心を専念したと要約されるであろう。精力的な仲間の一団の支

持を得て、財政的情勢を改善し、コレッジや以前からのメンバーに強

力な団体精神を彼は養った。彼のやり方により、セルウィン・コレッ

ジは、旧時よりケンブリッジ大学内で一層、高い地位に着いたことは

間違いない。知と武(運動)共に成就した 12)。

1928年、制度上、彼はマスター職の地位を退く年齢に到達した。

退任後、近くの家屋(15，Selwyn Gardens， Cambridgel3)か。この

場所ならば正門から徒歩5分以内)ヘヲ|っ越した。家の玄関ドアー

の前には、「音楽のお好きな方は、どうぞお入り下さ Lリとの掲示が

あったことを思い起こさせた。マレ一夫人は、だれにでも何時間もピ

アノを演奏した。彼女は、数多くの委員会の一員であり、特に関心

があったのはtheEast and West Societyであり、制|陸の夕べに全て

の人種の海外留学生をたびたび招いた。マレ一夫人は1927年に亡く

なった。ラヴデイは、音楽を学び、 A.R.C.M.(Associate of the Royal 

College of Music)を引き受け、短期間、音楽を教授した。彼女はF.

A. Richal.ds博士と結婚し、四人の子息を得た。マレ一博士の子息 J. 

Somerset Murryは、ある会社の顧問技術者となった。

長い間、マレ一博士はコレッジとの結びつきを保ち、常にチャペル

への礼拝をし、彼が関心をもった多くの分野へ熱心に参加した。

N おわりに

本稿を作成途111で、マレ一博士は、外部社会にコレッジに関する情

報(状況jをいかに発信し、アピールしていたのであろうかと思い始

めた。英国を代表する新聞『タイムズJTbe Timcsのデーダ・ベー
ス Digital Archive 1785 -1985を利用する機会を得た。
12)文武の優秀な成総紡*';1:、srockand Cooper(1944:163-164)に脳級されている。なお、

当時、セルウィンに作事dしていた日本入学生のテニス・プレヤーが Good(2007:89)に
記載されている。彼の氏名は、 rSawadaKiyosh;J (SE1925)。彼は、 1920年代のチー
ムで活躍し、 1926年一 1927年のチームの副主将であった。

13)本事項は Vcnn(1951:503)による。
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rJ.O.F. MUl'I'uyJ r1909 -1985J OUJII¥J)の語で検索を試みた。結
果は 14f!!:がヒットし、セルウィン・コレッジに直接、|英Diliする記事
を2{!I'見出した。

( 1) rSelwyn CollegeJ (Letters to the Editor) Aug. 31， 1917. (ω230 

wor汽吋ds)

(2) rSelwyn Wur MemoriuU (Lettel's to the Editor) Feb. 02， 1921. 

(99wol'd) 

(1)において、第一次世界大戦の影響でコレッジの財政状況が

極めて悪化した。 1m戦以降、古くから存立しているコレッジ (old巴r
colleges)以上に学部学生の入学者数が減少し、経営は深刻である。

コレッジの会計は年に1:1000以上の赤字で、あると困窮を訴えている。

そこで、コレッジへの寄付をお願L、したいとの趣旨の記事である。

( 2) は悶述のように本記事は 99ワードからなる短報である。第

一次世界大戦に H~征し、戦死したセルウィンの旧メンバー(卒業生)

の名簿を作1えしたいとの呼びかけである o

この2}~iをみると、第一次 l世界大戦の影響がセルウィンの運営に多

大な負胞をおわせ(皿においても既述)、旧メンバー(卒業生)の戦

死者が相当、存在したことが判明する (Good(2007:88)によると卒

業生70名とコレッジ職員2名が戦死)。筆者は、マレ一博士がマスター

としてこれらのことに気遣う様子を読み取る。

A Memoirの著者 Shepherd(1963:prcf.)は、本書を執筆する動機
について、「年月は過ぎ去り、マレ一階士を知っている階層の人々は

急速に減少している O そこで、このA Memoir は、彼が長きにもわ

たり、活動的な生活を送り成しえた業績の側面を忘れないために記さ

れているjと述べている。

筆者は、『経済資料研究jの最終号(第 38号)に執筆するに当たり、

まさに Sh巴phcrdと同じような感情を有した。「経済資料協議会Jお

よび『経済資料研究jが末永く社会科学ドキュメンテーション界に残

り、忘却されないことを願って、 ~III稿を記した。社会事情等により、

H寺勢に対応できず 2008年 10月をもって「経済資料協議会Jは解散

となるが、本会の活動は、わが国の凶書館・情報界において実践的な

活動に携わってきたと確信している O
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本稿を作成するにあたり、ケンブリッジ大学中央図書館日本部長

小山 JI驚氏は、資料の複写、レファレンスlこ協力して下さり、厚くお

礼申し上げます。
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